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9月定例会のおもなことがら

No.112
2024年
11月

市議会常任委員会視察(令和６年７月１６日～１７日)
三重県桑名市（地域公共交通・桑名福祉ヴィレッジ）、

津市（道の駅の運営ノウハウ）にて行政視察を行いました。



［民生費］
福祉などの
充実のために
41.7%

［土木費］
土木工事などに
9.0% ［教育費］

学校や
生涯学習のために
8.5%

［総務費］
組織管理の経費
10.8%

［公債費］
借りているお金の返済
7.3%

［衛生費］
市の衛生のために
9.7%

［議会費・農林水産業費・労働費・
商工費・消防費・諸支出金］
その他　13.0%

歳出
185億6193万円

市税
34.7%

その他自主財源
15.3%

地方交付税
16.3%

国県支出金
23.7%

市債
2.0%

その他依存財源
8.0%

歳入
197億1398万円

一般会計・特別会計決算

　

令
和
６
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
の
提
出
議
案
は
27
件

令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
決
算
の
認
定
８
件
、
水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
２
件

条
例
、
規
約
の
改
正
２
件
、
市
道
路
線
認
定
・
変
更
・
廃
止
３
件
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
７
件
、

人
事
案
件
２
件
は
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
３
号
「
恐
喝
・
傷
害
事
件
の
調
査
特
別
委
員
会
を
設
け
、
事
実
解
明
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

充
当
対
象
事
業　

７
億
３
０
３
２
万
円

歳 入

歳 出

9月定例会
令和6年第3回
幸手市議会定例会

令和５年度一般会計決算を認定

歳入総額 197億1,398万円

※翌年度へ繰り越す財源を差し引いたもの

歳出総額 185億6,193万円
実質収支※ 10億2,599万円

(前年度比△1.28％)

( 前年度比+1.20％ )

(令和4年度15億78万円)

（2）〔市議会だよりさって〕No.112



一般会計・特別会計決算

：前後3％未満

前年度比 前年度比千円 千円

〇市の財政一般会計を、馴染みのある家計簿の科目に置き換えるとこんな感じになります。

〇 実質単年度収支の推移（歳入、歳出には基金への積み立てや取り崩し、県債の繰り上
げ償還等がふくまれているので、そういった収支を調整する要素を除いた収支を実質
単年度収支といいます。1か月の家計でいえば、定期貯金の積立てや解約、ローンの
繰上げ償還といった資産の増減による収支は考慮せず、給料と生活費のつりあいで家
計の状況をみることです。）

実質単年度収支の推移

〇 市の会計は、一般会計の他に特定の歳入を特定の歳出に充てる特別会計があります。
また、水道事業は「独立採算制」で運営され、収益的収支で得た資金で水道施設の整
備を行っています。 

給与（市税） 6,834,912
副業収入（諸収入） 2,193,005 
貯金引出（繰入金） 765,491
昨年の繰越（繰越金） 1,627,650
家族の収入（地方交付税） 3,209,745
親から援助（国・県支出金） 4,666,591
銀行から借入（市債） 398,300 
友人からご祝儀（寄附金） 18,292 

食費（人件費） 2,990,309
医療費（扶助費） 4,009,416
光熱費日用品（物件費等） 3,124,797
子供へ仕送り（繰出金等） 4,800,721
リフォーム（工事請負費等） 786,766
貯金など（積立金貸付金） 1,063,742
ローン返済（公債費） 1,786,179

合計　19,713,986 合計　18,561,931

令和5年度特別会計の決算状況 （単位：円）
歳入 歳出 実質収支額

国民健康保険特別会計 5,450,304,897 5,407,008,190 43,296,707
後期高齢者医療特別会計 837,389,138 831,783,237 5,605,901 
介護保険特別会計 4,519,504,645 4,218,857,770 300,646,875
農業集落排水事業特別会計 49,077,200 44,558,496 4,518,704
幸手訳西口土地区画整理事業特別会計 378,308,004 346,969,164 31,338,840 
水道事業会計（収益的収支） 1,117,243,204 1,014,945,591 102,297,613 
公共下水道事業会計（収益的収支） 705,298,502 661,202,745 44,095,757 

平成26 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5年度

△390,247 △461,870 △537,526

△93,509
△342,770△377,007

582,085

230,547

972,959

282,612

（億円） （単位：千円）

△6
△8

△4
△2
0
2
4
6
8
10

（3） 〔市議会だよりさって〕No.112



令
和
6
年
度
9
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容
　
　
　

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

髙
島　

勝
也　

氏

藤
沼　

寛
次　

氏

　

今
年
３
月
、
新
聞
に
よ
る
と
埼
玉

東
部
12
市
町
と
民
間
団
体
が
主
催
す

る
「
埼
葛
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

に
お
い
て
、
２
０
１
３
年
〜
２
０
２
２

年
の
10
年
間
に
約
１
６
０
０
万
円
の
不

明
金
が
あ
る
と
久
喜
市
の
調
査
で
判

明
。
２
０
２
３
年
秋
、
越
谷
市
に
て

「
同
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
幸
手

市
か
ら
職
員
が
参
加
し
、
負
担
金
を

支
出
し
た
。　

　

私
は
、
監
査
委
員
に
対
し
負
担
金

が
ど
う
使
わ
れ
た
か
。
ま
た
、
使
い

道
の
報
告
は
あ
っ
た
か
尋
ね
ま
し

た
。

　

監
査
委
員
は
負
担
金
の
支
出
は
、

法
令
に
従
い
、
適
正
な
支
出
と
の
答

弁
で
し
た
。
市
民
か
ら
頂
い
た
税
が

ど
う
使
わ
れ
た
か
、
監
査
委
員
は
明

ら
か
に
す
べ
き
で
す
が
、
そ
れ
が
な

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
私
は
決
算
の

認
定
に
反
対
し
ま
す
。

坂
本
　
達
夫

反
対
討
論

本会議質疑及び討論

質

疑

　

埼
葛
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
負
担

金
の
支
出
負
担
行
為
決
議
書
に
は
、

負
担
金
の
金
額
の
妥
当
性
を
示
す
も

の
は
あ
り
ま
す
か
。

答

弁

　

調
書
を
見
る
限
り
、
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
事
業
目
的

に
沿
っ
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
妥
当
と
監
査
で
は
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

質

疑

　

負
担
金
の
使
い
道
を
説
明
す
る
よ

う
な
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
金
額
の
妥
当
性
を
示
す

も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
報
告

も
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
の

で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
か
は
確
認
し
て
い
な
い
と
い
う
。

要
は
、
請
求
さ
れ
た
金
額
を
請
求
さ

れ
た
と
お
り
に
請
求
さ
れ
た
方
へ
支

払
っ
た
、
そ
れ
で
監
査
は
適
切
で
あ

る
と
い
う
よ
う
な
理
解
で
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
。

答

弁

　

負
担
金
は
会
費
的
な
も
の
で
あ

り
、
調
書
に
基
づ
い
て
審
査
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
請
求
に
あ
っ
た

金
額
で
支
払
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
特

別
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質

疑

　

特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰

入
金
の
合
計
は
９
３
１
４
万
６
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特

別
会
計
ご
と
の
算
出
根
拠
と
そ
れ
ぞ

れ
の
特
別
会
計
事
業
の
財
源
内
訳
に

つ
い
て
。

答

弁

　

９
３
１
４
万
６
千
円
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）に
お
い
て
計
上
し
た
特

別
会
計
繰
入
金
で
す
が
、各
特
別
会

計
の
令
和
４
年
度
の
実
質
収
支
の
う

ち
、一般
会
計
繰
入
金
の
残
高
の
合
計

１
億
９
０
２
１
万
６
１
５
４
円
と一
般
会

計
の
当
初
予
算
に
計
上
し
た
特
別
会

計
繰
入
金
の
合
計
１
６
０
６
万
９
千

円
を
差
し
引
い
て
、
補
正
予
算
額
と

し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て

は
、
一
般
財
源
で
あ
る
た
め
、
財
源

内
訳
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

予
算
・
決
算
時
に
お
示
し
し
ま
し
た

各
繰
入
科
目
、
金
額
等
に
つ
い
て
は

資
料
の
と
お
り
で
す
。四

本
　
奈
緒
美

　

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

施
策
を
見
ま
す
と
、
幸
手
市
公
式

L
I
N
E
が
開
始
さ
れ
、
市
の
最
新
情

報
が
発
信
さ
れ
た
事
を
評
価
し
ま
す
。

　

第
６
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
を
、
S
Ｄ
G
s
の
理
念
と
連
動

さ
せ
た
事
を
評
価
し
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
お
い
て
「
幸
手

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
人
の

人
権
や
性
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
施

策
で
あ
る
と
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

　

２
回
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ー
ル
応
援
券

発
行
事
業
の
実
施
は
、
市
民
生
活
や

地
域
経
済
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
っ

た
事
を
評
価
し
ま
す
。

　

更
な
る
市
民
の
健
康
と
安
心
安
全

な
暮
ら
し
を
守
る
施
策
の
実
施
を
求

め
、公
明
党
は
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

（4）〔市議会だよりさって〕No.112



　

請
願
趣
旨
に
お
い
て
「
幸
手
市
か

ら
告
発
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の

件
を
幸
手
市
が
告
発
し
た
事
実
は
な

く
、
事
実
誤
認
で
す
。
ま
た
、
新
聞

報
道
で
見
る
限
り
、
本
件
に
は
「
恐

喝
」
と
い
う
容
疑
は
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

こ
の
件
に
は
、
私
た
ち
市
議
会
議

員
も
捜
査
に
協
力
し
、
事
実
の
解
明

を
望
ん
で
い
る
が
、
現
時
点
で
は
多
く

の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

議
会
が
市
民
に
説
明
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
現
在
、
さ
い
た
ま
地
検

木
村
　
治
夫

反
対
討
論

本会議質疑及び討論

大
平
　
泰
二

　

昨
年
の
12
月
議
会
の「
全
て
の
暴
力

と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
決
議
」

議
会
決
議
は
議
長
を
除
く
13
人
が
賛

成
で
可
決
。ま
た
、決
議
案
第
７
号
、

藤
沼
貢
議
員
の
議
員
辞
職
勧
告
決
議

に
は
2
人
が
退
席
、3
人
が
反
対
、8

人
が
賛
成
で
可
決
し
た
も
の
で
す
。

賛
成
討
論

　

そ
し
て
今
回
の
請
願
3
号
の
4
項

目
の
要
望
は
、こ
れ
ら
の
決
議
と
矛
盾

し
な
い
も
の
で
あ
り
、反
対
す
る
議
員

は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、藤
沼
貢
議
員（
被
疑
者
）は

幸
手
警
察
か
ら
地
検
に
書
類
送
検
さ

れ
、現
在
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
う
え
、被
害
者
に
対
し
て
は

謝
罪
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

議
長
か
ら
の
議
会
出
席
自
粛
要
請

に
も
応
え
ず
、議
会
に
対
し
て
も
お
詫

び
の
言
葉
も
な
く
、反
省
の
態
度
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

が
真
相
究
明
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
に
勝
る
事
実
の
解
明
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
は
、
市
民
か

ら
政
策
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

実
施
し
て
き
た
も
の
で
、
事
業
の
趣

旨
を
逸
脱
し
た
請
願
に
は
賛
同
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

恐喝・傷害事件の
調査特別委員会を設け、
事実解明を求める請願書

請願理由

　昨年、12 月議会の本会議場で藤沼
議員が市職員に対し、暴力を振い全治
3週間のケガを負わせたとのニュース
が報じられました。
　その後、藤沼議員は幸手市から告発
され、幸手警察の取り調べを受けまし
た。6月には地方検察庁に書類送検さ
れ、事件は新たな段階に移行したと聞
いています。
　しかし、藤沼貢議員は傷害事件を認
めていません。それどころか、被害者
にお詫びもしていないし、市長に対し
質問状まで送っているとは驚きです。
議員として許されません。
　これらの理由から、次の 4点につい
て幸手市議会に請願します。

記

１　 市職員に対し「人ひとり 100 万出
せば殺してくれる人がいるのを
知っているか」との藤沼貢議員の
発言の事実を解明し、傷害・恐喝
事件の全貌を市民に説明すること

２　 藤沼貢議員は傷害事件を認めてい
ない。このことに対し、議会として
調査を行い、事実を解明すること

３　 議会として調査特別委員会をつく
り、藤沼貢議員の責任（処罰）を
明らかにすること

４　 今年度行われる議会報告会で、こ
れらのことを市民に報告すること

（
請
願
第
３
号
）

恐
喝
・
傷
害
事
件
の
調
査

特
別
委
員
会
を
設
け
、
事

実
解
明
を
求
め
る
請
願
書

（5） 〔市議会だよりさって〕No.112



立
金
の
１
億
円
は
、
統
廃
合
に
関
す

る
も
の
と
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
の
再
編
方
針
と
し
て
、
さ

か
え
小
学
校
を
上
高
野
小
学
校
に
統

合
し
、
八
代
小
学
校
、
権
現
堂
川
小

学
校
、
吉
田
小
学
校
の
３
校
を
東
中

学
校
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
校
舎
の

増
築
等
や
エ
ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
多

額
な
経
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
積
立
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

請
願
趣
旨
に
「
藤
沼
議
員
は
幸

手
市
か
ら
告
発
さ
れ
た
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
藤
沼
議
員
は
幸
手
市
か

ら
告
発
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
こ
れ
は

事
実
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。

幸
手
市
の
職
員
か
ら
告
発
さ
れ

た
と
い
う
事
で
あ
る
。
告
発
の
経
緯

を
見
れ
ば
、
告
発
す
る
と
い
う
市
の

了
承
を
取
っ
て
幸
手
警
察
署
に
行
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
広
い
意

味
で
、
幸
手
市
が
告
発
を
了
承
し
て

い
た
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
幸
手
市

か
ら
と
言
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。（
請
願
書
紹
介
議
員
）

予
算
編
成
し
た
。
そ
の
後
、
５
月
に

当
初
課
税
を
行
い
、
納
税
義
務
者
数

を
２
万
５
５
５
人
、
調
定
額
と
し
て

30
億
６
２
６
９
万
７
千
円
、
こ
れ

に
徴
収
率
99
・
38
％
を
乗
じ
て
、

30
億
４
３
７
０
万
円
を
予
算
額
と
し

た
。
こ
の
差
引
分
の
４
千
万
円
を
補

正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

増
額
の
要
因
と
し
て
、
家
屋
に
つ
い

て
は
、
当
初
予
算
で
評
価
替
え
に
伴

う
経
年
減
少
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

予
想
よ
り
少
な
く
、
評
価
額
の
据
置

き
や
新
築
家
屋
の
評
価
額
が
見
込
み

を
上
回
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
償
却
資
産

に
つ
い
て
は
、
当
初
、
景
気
の
動
向
を

考
慮
し
て
計
上
し
た
額
を
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
業
務
委
託

料
１
６
１
５
万
９
千
円
の
増
額
理
由

に
つ
い
て
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
が
増

え
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
今
回
、

歳
入
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
の
増
額
補
正
を
計
上
し
て
い

る
。
寄
附
の
件
数
が
増
え
る
こ
と

で
、
委
託
業
者
の
１
件
あ
た
り
の
費

用
が
掛
か
る
た
め
、
委
託
料
を
増
額

補
正
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

学
校
教
育
施
設 

整
備
基
金 

積

し
あ
わ
せ
家
族
ウ
エ
ル
カ
ム
補

助
金
３
８
０
万
円
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

こ
の
補
助
金
は
、
若
年
層
の
定

住
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
40
歳
未

満
の
若
年
夫
婦
が
市
内
に
転
入
し
、

市
内
に
お
い
て
初
め
て
住
宅
を
取
得

す
る
際
に
生
じ
る
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。
令
和
５
年
度
に

つ
い
て
は
、
合
計
で
20
件
の
補
助
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
18
件
が
満

額
と
な
る
20
万
円
の
補
助
を
し
て
お

り
、
残
り
の
2
件
は
12
万
９
千
円
と

７
万
１
千
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。

 

固
定
資
産
税
４
千
万
円
の
増
額

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

当
初
予
算
で
は
、
納
税
義
務
者

数
を
２
万
４
５
９
人
、
調
定
額
と
し

て
30
億
２
２
４
４
万
７
２
０
０
円
、

徴
収
率
を
前
後
３
年
の
平
均
99
・

38
％
と
し
て
、
30
億
３
７
０
万
円
を

総
務
常
任
委
員
会

  

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
１
５
７

９
万
６
千
円
と
あ
る
が
、
そ
の
使
途

に
つ
い
て
、
ま
た
、
他
市
に
お
い
て

は
、
子
育
て
支
援
に
使
わ
れ
て
い
る

な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
事
例

を
一
例
で
も
二
例
で
も
公
表
す
る
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
方
も

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
か
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い

て
は
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
の
意
向

が
な
け
れ
ば
、
市
の
全
体
の
事
業
で

使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

そ
の
使
い
先
の
掲
載
は
し
て
い
な
い
。

　

ご
意
見
と
し
て
頂
い
た
よ
う
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て
い
く
上

で
は
、
ご
自
身
が
寄
附
を
し
た
も
の

が
、
ど
う
い
っ
た
も
の
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
の
を
示
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
推
進
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今

後
の
検
討
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
議
案
第
65
号
）

令
和
６
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
議
案
第
82
号
）

恐
喝
傷
害
事
件
の
調
査
特
別

委
員
会
を
設
け
事
実
解
明
を

求
め
る
請
願
書（
請
願
第
３
号
）

問

問問

問問

問

答

答答

答

答答

こんな審査がされました
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交
通
安
全
対
策
費
の
路
面
標
示

設
置
工
事
３
０
０
万
円
の
工
事
内
容
は
。

今
後
の
執
行
に
あ
た
り
予
算
の

不
足
が
見
込
ま
れ
る
。
今
回
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
外
側
線
の
標
記
や
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
敷
設
と
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。

在
宅
重
症
心
身
障
害
児
等
の
家

族
に
対
す
る
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業

補
助
金
72
万
円
は
当
初
予
算
と
合
せ

て
い
く
ら
に
な
る
か
、
ま
た
増
額
理

由
は
。今

回
の
補
正
額
と
合
わ
せ
る

と
、
合
計
１
４
４
万
円
に
な
る
。
こ
の

制
度
は
在
宅
で
介
護
を
す
る
ご
家
族

の
精
神
的
、
身
体
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
申
請
数
が
増
え
た
と
き
に

不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
な
額

を
予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

香
日
向
汚
水
処
理
施
設
補
修
工

事
の
内
容
と
は
。

中
継
ポ
ン
プ
の
更
新
工
事
が

３
１
４
万
６
千
円
、
汚
水
揚
水
ポ
ン
プ

の
配
管
更
新
工
事
が
４
９
万
５
千
円

で
あ
る
。

法
律
の
改
正
に
伴
い
、令
和
6

年
12
月
2
日
以
降
、新
規
の
被
保
険

者
証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。そ
の

後
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
が
一
体
化
さ
れ
た
マ
イ
ナ
保
険

証
、あ
る
い
は
資
格
確
認
証
を
こ
れ
ま

で
の
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
使
う

こ
と
と
な
る
。こ
れ
に
併
せ
て
、こ
の
条

例
上
で
過
料
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

短
期
被
保
険
者
証
自
体
が
廃
止
さ

れ
る
た
め
、返
還
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

な
事
態
も
な
く
な
る
。今
回
の
条
例

で
は
、そ
の
よ
う
な
起
こ
り
得
な
い
状

況
を
削
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

条
例
改
正
に
て
改
正
前
が
3

歳
児
か
ら
4
歳
児
に
対
し
て
20
人
に

1
人
を
、
改
正
後
は
15
人
に
1
人
に

な
る
が
、
幸
手
市
の
運
営
し
て
い
る

保
育
所
も
こ
の
対
象
に
な
る
の
か
。

幸
手
市
が
運
営
し
て
い
る
保

育
所
も
こ
の
条
例
の
対
象
に
な
る
。

こんな審査がされました

期
点
検
業
務
委
託
料
と
は
。

全
小
学
校
に
1
台
ず
つ
設
置
さ

れ
て
お
り
、
1
台
当
た
り
の
単
価
は

４
５
８
０
円
と
な
る
。

保
険
給
付
費
の
福
祉
用
具
給
付

費
及
び
住
宅
改
修
給
付
費
は
業
者
か

ら
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
が
、
そ
の

金
額
の
適
正
さ
は
ど
の
よ
う
に
判
断

さ
れ
て
い
る
の
か
。

金
額
の
適
正
さ
に
つ
い
て
は
、

提
出
さ
れ
た
見
積
書
と
添
付
さ
れ
た

理
由
書
を
介
護
福
祉
課
で
確
認
し
、

国
の
指
針
で
示
し
て
い
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
基
づ
い
て
決
定
を
し
て
い
る
。

今
回
の
条
例
を
一
部
改
正
す
る

議
案
提
案
理
由
と
は
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

  

緊
急
通
報
受
付
業
務
委
託
料
の
設

置
件
数
と
緊
急
通
報
さ
れ
た
件
数
は
。

設
置
台
数
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
３
月
末
時
点
で
45
件
で
あ
り
、

通
報
さ
れ
た
件
数
に
つ
い
て
は
15
件

で
あ
る
。

香
日
向
汚
水
処
理
施
設
補
修
工

事
は
今
後
の
下
水
道
へ
の
接
続
に
向

け
た
工
事
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

下
水
道
へ
の
接
続
に
向
け
た
工

事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
主
に
不
具
合

や
定
期
点
検
と
いっ
た
工
事
に
な
る
。

想
定
浸
水
深
標
示
業
務
委
託
料

は
、
外
水
、
ま
た
は
内
水
の
ど
ち
ら

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

外
水
を
想
定
し
て
お
り
、
利
根

川
決
壊
を
想
定
し
た
形
で
の
浸
水
標

示
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

給
食
用
小
荷
物
専
用
昇
降
機
定

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
議
案
第
65
号
）

令
和
5
年
度
幸
手
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
議
案
第
68
号
）

幸
手
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
73
号
）

問問問問

問

問問問

問問

答答答

答

答

答答答

答

答

幸
手
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

（
議
案
第
74
号
）

令
和
６
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

 
（
議
案
第
82
号
）
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こんな審査がされました

　
　
　
　
　
　

今
後
こ
う
い
う
も
の
が
見
つ
か
れ

ば
、
そ
の
都
度
修
正
は
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

繰
入
金
が
減
に
な
っ
た
の
で
、

事
業
の
執
行
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ

こ
を
賄
う
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
る
と
い
う
こ
と
か
伺
う
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

内
示
率
が
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
事
業
を
進
捗
し
て
い
く
上
で
、

先
延
ば
し
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
区
画
道
路
を
５
０
０
万
円
減
額

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
送
り
で
き
る

も
の
は
先
送
り
し
た
が
、
残
り
に
つ

い
て
は
、
ど
う
し
て
も
今
年
進
捗
を

行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
補

塡
分
を
一
般
会
計
繰
入
金
で
補
塡
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

う
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
、
境

界
線
は
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
さ
れ

る
の
か
伺
う
。

道
路
台
帳
を
適
正
な
も
の
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
調
査
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
ち
ら
の
部
分
が
、
幸
手
市

の
土
地
が
今
回
の
矢
印
の
と
こ
ろ
ま

で
で
あ
り
、
そ
の
先
は
個
人
の
敷
地

で
あ
る
。

　

正
確
に
は
宅
地
の
敷
地
ま
で
が
市

道
で
す
の
で
、
終
点
は
正
式
な
幸
手

市
の
土
地
の
と
こ
ろ
ま
で
に
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
部
は
私
道
と
し
て
認
定
さ

れ
、
一
部
は
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
う
い

う
判
断
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
基
準

で
な
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

こ
う
い
っ
た
道
路
を
認
定
し
た

の
は
、
昭
和
56
年
に
道
路
台
帳
を
作

り
ま
し
た
。
今
回
こ
う
い
う
も
の
が

見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
は
認

定
し
て
お
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

本
来
の
形
に
私
道
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
認
定
は
外
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

い
は
配
水
管
が
あ
る
。

　

配
水
管
は
定
期
的
に
水
を
使
用
し

て
掃
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
掃

除
を
行
う
と
水
が
濁
っ
て
し
ま
う
た

め
、
そ
の
濁
っ
た
水
は
市
民
に
は
お

届
け
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
途
中

に
ド
レ
ン
と
い
う
排
出
口
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
濁
水
を
排
出

す
る
仕
組
み
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
漏
水
と
認
定
さ
れ

る
よ
う
な
無
効
水
量
が
32
万
立
米
程

度
、
金
額
に
し
て
４
８
５
０
万
円
程

度
に
な
る
が
、
毎
年
２
つ
の
大
き
な

漏
水
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

  

44
号
線
の
場
合
は
、
宅
地
の
一

部
区
間
を
認
定
し
て
い
た
が
、
終
点

を
短
く
し
て
市
道
と
す
る
と
い
う
認

識
で
受
け
止
め
て
い
る
が
、
こ
う
い

建
設
経
済
常
任
委
員
会

 

戦
略
的
作
物
推
進
事
業
補
助
金

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

需
要
の
あ
る
作
物
や
付
加
価
値

の
高
い
作
物
を
生
産
す
る
農
家
に
対

し
て
市
か
ら
補
助
金
を
出
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
出
し
て
い
る
も
の
と

し
て
は
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米
、

米
粉
用
米
が
１
袋
当
た
り
５
０
０
円

以
内
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
が
10

ア
ー
ル
当
た
り
１
千
円
以
内
、
特
別

栽
培
米
が
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
千
円

以
内
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

 

幸
手
市
の
令
和
５
年
度
の
配
水

を
し
て
有
収
に
至
ら
な
か
っ
た
ロ
ス

は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
伺
う
。

消
火
栓
で
使
っ
た
も
の
、
あ
る

令
和
５
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て 
（
議
案
第
65
号
）

令
和
５
年
度
幸
手
市
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

（
議
案
第
71
号
）

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
議
案
第
80
号
）

令
和
６
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 

（
議
案
第
86
号
）

問問

問

問

問

答答

答

答

答

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
79
号
）
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市政に対する
一 般 質 問

　今定例会では、12 人の議員が 9月
3日、4日、5日に一般質問を行いま
した。質問の中から、主なものを質問
者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

坂 本 達 夫 議 員  
◯  「人権啓発推進埼葛実行委員会」への支出
に対する監査委員の監査について

◯  幸手駅西口の開発について
◯  全国新酒鑑評会での金賞受賞について
◯  乗合型デマンドタクシーについて

芦 葉 弘 志 議 員  
◯  公民連携について
◯  冷水機について
◯  食品ロス削減について

宮 澤 大 地 議 員
◯ 幸手市内の防犯対策について
◯ 管理不全の空地対策について

小 林 英 雄 議 員
◯ 市長が代表者を務めている組織・団体について
◯ 総合政策部付の事業推進担当設置について

髙 野 優 一 議 員
◯ ヤード規制について
◯ 乗合型デマンドタクシーについて
◯ 公共施設のエアコン維持管理について

本 田 謡 子 議 員
◯ 南海トラフ地震臨時情報について
◯ 災害用備蓄品について
◯ 幸手市避難所開設訓練業務委託について
◯ 公共施設における自動販売機設置について
◯ 副市長人事について大 平 泰 二 議 員

◯ 幸手市のカメ虫発生と防虫対策について
◯ 市内移動販売について
◯ 排水機場の移管について
◯ 後期高齢者保険証について

青 木  章 議 員
◯  倉松川、雁橋の対応について
◯  内水対策について
◯  危機管理の状況について
◯  有機フッ素化合物（PFAS）について

松 田 雅 代 議 員
◯  幸手市庁舎整備基本構想について
◯  ＧＩＧＡスクール構想で目指す教育について
◯  社会教育団体の後継者問題について

小 泉 圭 司 議 員
◯  公共施設の在り方について
◯  地域公共交通計画について
◯  幸手市の孤独孤立解消に向けた取り組みについて

四 本 奈 緒 美 議 員
◯ 性被害からこどもを守る為の教育について
◯ 災害時の保健衛生環境の整備について
◯ 「マイナ保険証」の普及と利用促進について

木 村 治 夫 議 員
◯ 市コミュニティ活動の支援について
◯ 地域農業の推進と市農業の強化について

９
月
２
日
（
本
会
議
）

　
・
開
会

　
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　
・ 

市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、
提
案
理
由
説
明

９
月
３
日
・
４
日
・
５
日
（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

９
月
11
日
（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

９
月
12
・
13
日
（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
17
・
18
日
（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

９
月
19
・
20
日
（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

９
月
30
日
（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
・
閉
会

９月定例会　会期日程９月定例会

傍　聴　者

36人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数
インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

7月
233件

8月
82件

9月
2,263件

の方が視聴されました。

  
議会を傍聴しませんか
　議会では日常生活にかかわる条例や事業の
予算などを審議し、決定しています。ぜひ、
傍聴にお出かけください。

市政に対する一般質問
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市政に対する一般質問

校
が
廃
校
予
定
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
活

用
も
含
め
て
市
の
考
え
を
伺
う
。
③

幸
手
市
に
お
け
る
、
民
間
事
業
者
と

の
連
携
実
績
、
お
よ
び
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
優
先
交
渉
権
者
の
民
間

事
業
者
か
ら
の
提
案
は
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
売
却
に
向
け
た
調
整
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
御
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努

の
上
高
野
駐
輪
場
が
あ
る
。
屋
根
付

き
、
地
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
で
、

立
派
な
駐
輪
場
で
あ
る
。
料
金
は
月

額
５
０
０
円
で
あ
る
。

　

西
口
仮
設
駐
輪
場
は
、
こ
の
ま
ま

で
い
い
と
市
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

駅
西
口
付
近
に
は
、
実
際

に
駐
輪
場
を
設
置
で
き
る
市

の
用
地
も
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

駐
輪
場
の
設
置
予
定
は
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
駅
東
口
に
は
民
間

　

他
市
で
は
、
民
間
事
業
者

と
市
と
の
連
携
に
つ
い
て

の
相
談
等
を
一
元
的
に
受
け
付
け
る

公
民
連
携
総
合
窓
口
を
設
置
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
市
と
民
間
で
総

合
的
に
発
展
す
る
よ
う
に
積
極
的
に

取
り
く
ん
で
い
る
自
治
体
が
多
い
。

①
吉
田
幼
稚
園
跡
地
に
つ
い
て
民
間

事
業
者
と
の
最
新
の
現
状
を
伺
う
。

②
今
後
統
廃
合
に
よ
り
、
小
学
校
４

　

幸
手
駅
西
口
に
仮
設
駐

輪
場
が
あ
る
。
こ
の
駐
輪
場

は
無
料
だ
が
問
題
が
あ
る
。
①
地
面

が
砂
利
敷
き
で
不
安
定
な
上
、
敷
地

全
体
に
傾
斜
が
あ
り
、
転
倒
の
危
険

が
あ
る
。
②
一
台
の
自
転
車
が
転
倒

す
る
と
将
棋
倒
し
と
な
る
。
③
駐
輪

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
。
④
屋
根
が
な

い
。

　

杉
戸
高
野
台
駅
に
は
、
幸
手
市
営

QQ

AA

幸
手
市
に
お
け
る
公
民
連
携

幸
手
駅
西
口
仮
設
駐
輪
場
の
今
後
の
整
備
計
画
は

め
て
い
く
。

　

②
市
に
お
け
る
利
活
用
や
民
間
事

業
者
に
よ
る
活
用
な
ど
、
幅
広
く
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

③
民
間
企
業
や
大
学
な
ど
10
団
体

と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
、
協

定
に
基
づ
く
連
携
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
、
公
民
連
携
に
よ

る
取
組
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
。

 

（
総
合
政
策
部
長
）

事
業
者
の
駐
輪
場
に
余
裕
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
ち
ら
の
ご
利
用
を
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
西
口
仮
設
自
転
車
駐
車
場

は
、
無
料
で
利
用
が
で
き
、
現
在
も

数
多
く
の
自
転
車
が
駐
車
さ
れ
て
い

る
状
況
は
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
職
員
が
維
持
管
理
に
あ
た
っ
て

い
る
が
、
場
内
の
整
理
等
、
よ
り
こ

ま
め
に
行
っ
て
い
く
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

 

芦葉弘志議員坂本達夫議員
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市政に対する一般質問

一
体
的
に
空
地
対
策
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
幸
手
市
と
し
て
空

地
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　

雑
草
の
繁
茂
等
、
管
理
不

全
の
空
き
地
に
つ
い
て
は
、

現
地
確
認
・
所
有
者
等
を
調
査
し
、

適
正
に
管
理
す
る
よ
う
、
文
書
や
口

頭
に
よ
り
指
導
・
助
言
を
し
て
い
ま

す
。
本
年
６
月
11
日
に
国
土
交
通
省

は「
土
地
基
本
方
針
」の
変
更
を
行
っ

　
「
幸
手
市
空
家
対
策
計

画
」
策
定
の
た
め
、
本
年
度

は
空
家
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
空
家
だ
け
で
な
く
空
地
対

策
に
も
力
を
い
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
6
月
に
国
土
交
通
省
は
「
土

地
基
本
方
針
」
の
変
更
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
改
正
空
家
法
と

Q

A

て
お
り
、
土
地
基
本
方
針
で
は
「
改

正
空
家
法
に
よ
る
総
合
的
な
取
組
、

空
き
地
対
策
と
の
一
体
的
な
推
進
」

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
土
地
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
現
在
進
め
て
い
る
空
き
家
対
策

と
一
体
的
に
、
空
き
地
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

の
拡
張
・
道
の
駅
総
合
整
備
）
の
４

大
事
業
を
進
め
る
上
で
、
事
業
推
進

担
当
が
大
変
重
要
な
役
割
を
担
う
と

考
え
ら
れ
る
。

　

改
め
て
、
市
長
の
事
業
推
進
担
当

設
置
目
的
、
現
時
点
で
の
成
果
を
伺

う
。

　

事
業
推
進
担
当
は
、
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
全
農
、
上
高
野
の
土

地
改
良
事
業
、
産
業
団
地
の
拡
張
、

道
の
駅
総
合
複
合
施
設
等
の
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
部
署
に
と
ら

　

今
年
度
よ
り
60
歳
で
の

役
職
定
年
制
度
と
な
り
、

定
年
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ

の
役
職
定
年
に
な
っ
た
部
長
職
員
の

経
験
・
知
識
・
人
脈
を
市
政
に
生
か

す
た
め
、
事
業
推
進
担
当
を
設
置
し

た
と
考
え
る
。
幸
手
市
内
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
上
高
野
地
区
の
土
地

改
良
事
業
・
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
産
業
団
地

Q

A

新
し
く
設
置
さ
れ
た
事
業
推
進
担
当
の
目
的
は

わ
れ
ず
、
政
策
的
・
横
断
的
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
総
合
政
策
部
付
け

の
担
当
と
し
て
い
る
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
件
数
や
金
額
が
昨
年
度

よ
り
も
増
え
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ

か
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現

し
た
際
に
は
、
雇
用
や
税
収
の
増
加

と
い
う
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。 

（
市
長
）

宮澤大地議員小林英雄議員

管
理
不
全
の
空
地
対
策
に
つ
い
て
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市政に対する一般質問

属
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」だ
が「
ゴ
ム
」

「
ガ
ラ
ス
」「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」「
陶

磁
器
」「
木
材
」
も
含
め
て
規
制
の

対
象
と
し
た
条
例
を
制
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺

う
。

　

市
に
寄
せ
ら
れ
る
ヤ
ー

ド
の
苦
情
は
、
県
が
規
制
対

象
と
し
て
い
る
金
属
で
あ
り
、
ゴ
ム

等
の
苦
情
は
こ
れ
ま
で
な
い
こ
と
か

ら
、
現
状
、
県
の
条
例
で
対
応
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
条
例
施
行
後
、

　

令
和
７
年
１
月
１
日
に

埼
玉
県
全
域
に
（
さ
い
た
ま

市
、
越
谷
市
を
除
く
）
で
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ー
ド
」「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
」

「
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
事
業
者
の
規
制
が
始
ま

り
、
新
規
施
設
設
置
に
は
許
可
、
既

存
の
施
設
に
は
届
け
出
が
必
要
と
な

る
。

  
規
制
対
象
が
再
生
資
源
物
の
「
金

Q

A

ヤ
ー
ド
規
制
に
つ
い
て

条
例
が
運
用
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、

ゴ
ム
等
へ
の
規
制
の
必
要
性
が
生
じ

た
場
合
は
、
県
に
対
し
て
ゴ
ム
等
も

規
制
対
象
に
含
め
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
く
。　

　

ま
た
、
県
へ
の
働
き
か
け
だ
け
で

は
不
足
が
生
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

市
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
く
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

髙野優一議員

　

中
島
用
悪
水
路
土
地
改
良

区
と
本
市
の
間
で
実
施
し

て
い
る
中
島
排
水
機
場
の
移
管
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度

は
河
川
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
を
含

め
、３
者
で
の
協
議
も
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
排
水
施
設
に
関
す
る
移
管

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
移
管
予

定
施
設
の
整
理
に
努
め
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

　

中
島
用
悪
水
路
と
中
川

が
合
流
と
な
る
地
点
に
設

置
さ
れ
て
い
る
中
島
排
水
機
場
の
移

管
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

３
月
、市
長
は「
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
」
と
挨
拶
し
令
和
５
年
度
に
協
議

を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
間
何
回
の
打
合
せ
を
お
こ

な
っ
た
か
、
ま
た
、
移
管
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

Q

A

中
島
排
水
機
場
の
移
管
進
捗
状
況
に
つ
い
て

大平泰二議員

（12）〔市議会だよりさって〕No.112



市政に対する一般質問

分
析
す
る
。
教
育
現
場
か
ら
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
増
員
や
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
本
格
導
入
に
合
わ
せ
た
電
子
黒

板
の
配
備
拡
充
等
を
求
め
る
声
も
聞

く
。

　

時
宜
を
得
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
整

備
は
必
至
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
３
点

あ
る
。
１
つ
目
は
、
I
C
T

環
境
の
整
備
の
充
実
に
よ
り
、
授
業

等
が
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
２
つ
目
は
、
児
童
生
徒
の

　

市
で
は
令
和
４
年
５
月

に
「
幸
手
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
、
目
指
す
教
育
像
に
向
け
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
文
具
の
よ
う
に
活
用
す
る

学
習
」
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
の
成

果
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
国
は
全
国
学
力
調
査
結
果

報
告
で
、
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
活
用
度

と
平
均
正
答
率
の
間
に
相
関
あ
り
と

Q

A

日
進
月
歩
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
対
応
す
る
教
育
投
資
の
考
え
は

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
３
つ
目
は
、
先
進
的

な
取
組
に
つ
い
て
市
内
へ
の
拡
充
が

図
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
は
す
べ
て
の
原
点
で
あ
る
。

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
は
と

て
も
大
事
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
全
面
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。 

（
市
長
）

も
っ
た
い
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す

が
住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。

　
「
地
域
ケ
ア
拠
点　

菜
の

は
な
」
が
運
営
す
る
暮
ら
し

の
保
健
室
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
等
の
身
近
な
場

所
で
、
健
康
に
関
す
る
講
話
や
健
康

相
談
等
、
気
軽
に
医
療
専
門
職
に
相

談
で
き
る
場
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　

暮
ら
し
の
保
健
室
は
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
幸

手
モ
デ
ル
と
し
て
住
民
が
住
民
を
支

え
、
見
守
り
、
暮
ら
し
の
保
健
室
を

活
用
す
る
こ
と
で
速
や
か
に
医
療
や

介
護
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
他
の
地
域
か
ら
も
見
学
に
来
ら

れ
る
ほ
ど
の
仕
組
で
す
が
、
住
民
で

こ
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
る
人
は
と

て
も
少
な
く
感
じ
ま
す
。
と
て
も

Q

A

幸
手
市
の
孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
大
切
な
居
場
所

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
資
源
を
よ
り
多

く
の
市
民
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
孤
独
・
孤
立
に
対
す
る
住

民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
や
意
識
の
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
周

知
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
副
市
長
）

松田雅代議員小泉圭司議員
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市政に対する一般質問

倉
松
川
に
架
か
る
「
雁
橋
」
存
続
に
向
け
て

青木　章議員

く
か
ら
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
日
常
生
活
に
も
支
障
が

出
ま
す
。
橋
梁
廃
止
の
方
針
を
転
換

し
、
市
民
要
望
の
と
お
り
「
雁
橋
」

を
残
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

雁
橋
を
架
け
換
え
る
際

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
国

道
の
幸
手
橋
、
県
道
さ
い
た
ま
幸
手

線
の
志
手
橋
、
東
武
鉄
道
沿
い
の
市

道
の
大
日
橋
の
架
け
換
え
を
し
、
倉

松
川
の
両
側
道
路
が
幅
４
ｍ
で
整
備

さ
れ
た
後
と
な
る
こ
と
か
ら
20
年
以

　

倉
松
川
は
今
後
、
国
道
４

号
線
幸
手
橋
か
ら
東
武
鉄

道
橋
ま
で
の
区
間
、
川
幅
を
約
20
ｍ

に
広
げ
、
両
岸
の
管
理
用
道
路
に
つ

い
て
も
４
ｍ
の
幅
員
に
な
る
予
定
で

す
。
水
害
対
策
だ
け
で
な
く
生
活
環

境
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
工
事
に
伴
い
「
雁
橋
」
を

廃
止
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
橋
は
、
古

Q

A

上
先
に
な
り
ま
す
の
で
、
雁
橋
の
存

続
・
廃
止
の
最
終
的
な
判
断
は
先
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
元
説
明
会
で

の
ご
意
見
な
ど
を
真
摯
に
受
け
止
め

ま
し
て
、
雁
橋
に
つ
い
て
は
存
続
す

る
方
向
で
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
市
長
）

移
動
設
置
型
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を

導
入
し
、(

一
社)

助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン

が
推
進
す
る
「
災
害
派
遣
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
被
災

地
を
幸
手
市
の
皆
の
力
で
支
援
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　

各
避
難
所
へ
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
等
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
劣
悪
な
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
に
有

効
な
対
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
台
購
入
す
る

の
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が
見

　

国
は
本
年
６
月
に
防
災
基

本
計
画
を
修
正
し
た
。
能
登

半
島
地
震
に
お
け
る
劣
悪
な
ト
イ
レ

環
境
を
踏
ま
え
、
指
定
避
難
所
等
の

生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
等
の
よ
り
良
い
快
適

な
ト
イ
レ
の
設
置
に
努
め
る
も
の
と
明

記
さ
れ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
災
害
発
生
時

の
緊
急
用
ト
イ
レ
確
保
の
た
め
に
、

Q

A

被
災
地
支
援
に
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を

込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
市
内
全
域
に
渡
って
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
運
行
方
法
と
そ
の

有
効
性
に
つい
て
は
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
な
る
。
購
入
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
に
つい
て
も
、
先
進
自
治
体
の
運

行
状
況
を
確
認
し
、
導
入
を
検
討
し

て
い
る
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る
。

 

（
市
民
生
活
部
長
）

四本奈緒美議員
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市政に対する一般質問

テ
ィ
の
希
薄
化
、
地
域
活
動
を
支
え

る
担
い
手
不
足
等
、「
幸
手
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
で
、

各
種
活
動
実
施
さ
れ
て
い
る
、
地
域

課
題
に
取
り
組
む
主
体
を
増
や
し
、

自
治
意
識
の
高
揚
を
図
る
事
に
つ
い

て
市
長
に
伺
う
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

が
、
変
化
す
る
地
域
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
形

で
活
動
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
や
団

体
等
の
活
動
支
援
を
今
後
も
継
続
し

　

生
活
様
式
の
多
様
化
す

る
現
在
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
支
え
て
い
る
方
々
の
組

織
運
営
が
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い

る
。
地
縁
組
織
の
特
徴
を
捉
え
、
地

域
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
き
、
持

続
可
能
な
運
営
を
構
築
す
る
か
緊
喫

の
課
題
で
あ
る
。

　

価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
自
治

会
加
入
率
の
低
下
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

Q

A

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
組
織
へ
の
強
力
な
支
援
は

て
い
く
。

　

加
え
て
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
事
業
へ
の
参
加
を

促
す
な
ど
し
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
担
い
手
の
発
掘
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
自
治
会
活
動
の
効

率
化
等
に
つ
い
て
、
区
長
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
る
機
会
を
増
や
し
、
地
域

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
る
。

 

（
市
長
）

品
な
ら
小
中
学
校
や
高
校
へ
な
ど
）

　

災
害
用
備
蓄
品
は
購
入

時
に
、
品
目
や
、
数
量
、
保

管
場
所
、
使
用
期
限
な
ど
の
デ
ー
タ

を
入
力
し
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

食
料
品
は
市
内
小
・
中
学
校
、
自

主
防
災
組
織
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
提

供
、防
災
訓
練
時
に
配
布
し
て
い
る
。

　

生
活
用
品
等
は
保
存
状
況
を
確
認

し
、
ま
だ
使
用
で
き
る
と
判
断
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
備
蓄
し
て
お
り
、

損
傷
・
劣
化
が
著
し
い
も
の
に
つ
い

　

災
害
用
備
蓄
品
に
は
消

費
期
限
の
あ
る
も
の
が
多

い
。
そ
の
期
限
切
れ
が
生
じ
る
備
蓄

品
の
対
応
と
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
そ
の
備
蓄
品
の
期
限
切

れ
処
分
で
は
な
く
、
利
活
用
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。（
例

と
し
て
、
大
人
用
紙
お
む
つ
な
ら

介
護
施
設
等
へ
、
こ
ど
も
用
紙
お

む
つ
な
ら
保
育
所
等
へ
、
生
理
用

Q

A

災
害
用
備
蓄
品
期
限
切
れ
の
対
応
・
管
理
、
利
活
用
は

木村治夫議員 本田謡子議員

て
は
廃
棄
し
て
い
る
。

　

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
提
供
先
と
調

整
し
な
が
ら
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、

考
え
て
い
く
。 

（
市
民
生
活
部
長
）
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令和６年 9月定例会 提出された議案の結果

議案第63号 令和５年度幸手市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員可決

議案第64号 令和５年度幸手市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員可決

議案第65号 令和５年度幸手市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総務　　　　
文教厚生      
建設経済　　

賛成多数認定

議案第66号 令和５年度幸手市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員認定

議案第67号 令和５年度幸手市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 文教厚生 賛成多数認定

議案第68号 令和５年度幸手市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員認定

議案第69号 令和５年度幸手市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員認定

議案第70号 令和５年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 建設経済 賛成全員認定

議案第71号 令和５年度幸手市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員認定

議案第72号 令和５年度幸手市公共下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員認定

議案第73号 幸手市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 文教厚生 賛成多数可決

議案第74号
幸手市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第75号
幸手市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第76号 幸手市水道事業給水条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 建設経済 賛成多数可決

議案第77号 埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第78号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員可決

議案第79号 市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員可決

議案第80号 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建設経済 賛成全員可決

議案第81号 令和６年度幸手市一般会計補正予算 （第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員可決

議案第82号 令和６年度幸手市一般会計補正予算 （第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ×
総務　　　　
文教厚生      
建設経済　　

賛成多数可決

議案第83号 令和６年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第84号 令和６年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × 文教厚生 賛成多数可決

議案第85号 令和６年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × 文教厚生 賛成多数可決

議案第86号 令和６年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × 建設経済 賛成多数可決

議案第87号 令和６年度幸手市公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 建設経済 賛成全員可決

議案第88号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員同意

議案第89号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 賛成全員同意

議案番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

付　託
委員会 議決結果

髙
野
　
優
一（
無
）

小
泉
　
圭
司（
幸
）

宮
澤
　
大
地（
無
）

芦
葉
　
弘
志（
公
）

四
本
奈
緒
美（
公
）

坂
本
　
達
夫（
幸
）

小
林
　
英
雄（
無
）

枝
久
保
喜
八
郎（
無
）

木
村
　
治
夫（
自
）

松
田
　
雅
代（
無
）

小
河
原
浩
和（
緑
）

本
田
　
謡
子（
無
）

藤
沼
　
　
貢（
自
）

青
木
　
　
章（
緑
）

大
平
　
泰
二（
共
）
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委 員 長 枝久保　喜八郎　
副委員長 本 田 謡 子
委 員 髙 野 優 一　
委 員 小 泉 圭 司　
委 員 宮 澤 大 地
委 員 芦 葉 弘 志
委 員 木 村 治 夫
委 員 松 田 雅 代　
委 員 小河原　浩　和
委 員 大 平 泰 二

請願第３号 恐喝・傷害事件の調査特別委員会を設け、事実解明を求める請願書 × × × × × × 退 ー × × × × 欠 × ○ 総務 賛成少数不採択

　暑かった夏が終わり、ほっと
一息つくも、11 月は暦の上では

早くも立冬、小雪を迎えます。米処幸手市は９月に新米の
季節を迎えましたが、今年は価格が上昇し、なかなかの“高
嶺（高値） の花”です。しかし、猛暑の中、生産者の皆さ
んが手塩にかけて育てられた農産物を、地産地消、四季折々
に味わえることは本当に有難いことであり、感謝し、秋の
味覚を楽しみたいと思います。

編 集 後 記

　
市
議
会
の
本
会
議
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

中
継
を
行
っ
て
お
り
、
本
会
議

の
開
会
中
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

「
ラ
イ
ブ
中
継
（
生
中
継
）
」

と
、
い
つ
で
も
視
聴
が
で
き
る

「
録
画
中
継
」
の
配
信
を
し
て

い
ま
す
。
中
継
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で

も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
本
会
議
、
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
は
原
則
公
開
し

て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
役
所
本
庁
舎
３
階
の
議
会
事

務
局
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、

傍
聴
申
込
書
に
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
傍
聴
券
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。

　
傍
聴
は
、
市
議
会
の
活
動
に

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
身
近
な

方
法
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・ 

傍
聴
席
は
飲
食
・
発
言
・
拍

手
等
禁
止
で
す
。

・ 

携
帯
電
話
の
電
源
は
必
ず
お

切
り
く
だ
さ
い
。

・ 

写
真
撮
影
、
録
音
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◆
議
会
傍
聴
の
ご
案
内
◆

◆
議
会
中
継
の
ご
案
内
◆
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